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アンリ・コルディエ『中国書誌』
―欧米における中国研究500年のパノラマ

鴇 田  潤

国 立 国 会 図 書 館 の 蔵 書 か ら

　
『
中
国
書
誌
』
は
、
15
世
紀
か
ら
20
世
紀
初
頭

ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
欧
米
言
語
の
中
国
関
係
論
著

を
網
羅
し
た
中
国
研
究
書
誌
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

東
洋
学
者
ア
ン
リ
・
コ
ル
デ
ィ
エ
（
１
８
４
９
～

１
９
２
５
）
の
代
表
作
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
中

国
研
究
者
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

本
的
な
書
物
と
言
え
る
。

　

１
８
７
８
年
の
最
初
の
分
冊
の
刊
行
か
ら
、
死

の
前
年
の
１
９
２
４
年
ま
で
、
46
年
に
わ
た
り
増

補
を
重
ね
、
総
ペ
ー
ジ
数
（
１
頁
左
右
２
段
に
付

さ
れ
た
コ
ラ
ム
番
号
の
総
数
）は
４
、４
０
０
ペ
ー

ジ
に
達
す
る
。
収
録
論
著
数
が
７
万
点
（
10
万

項
目
と
も
言
う
）
に
も
及
ん
だ
畢
生
の
大
著
は
、

１
０
０
年
を
経
た
い
ま
も
入
門
者
が
ま
ず
手
に
す

べ
き
導
き
の
書
だ
。
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
そ
こ
に
は

５
世
紀
に
わ
た
る
欧
米
の
中
国
研
究
の
壮
大
な
パ

ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

コ
ル
デ
ィ
エ
は
１
８
４
９
年
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ

の
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
３
歳
の
時
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰

国
。
１
８
６
７
～
６
９
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
英
語
を

習
得
し
た
。
パ
リ
で
学
び
、
古
文
書
学
校
へ
の

進
学
を
望
ん
で
い
た
が
、
実
業
家
の
父
の
意
向

で
、
１
８
６
９
～
７
６
年
に
上
海
の
ア
メ
リ
カ
系

貿
易
会
社
ラ
ッ
セ
ル
商
会
に
勤
務
。
上
海
滞
在

中
に
、
王
立
ア
ジ
ア
学
会
北
中
国
支
部
の
名
誉

図
書
館
員
と
な
り
、『
王
立
ア
ジ
ア
学
会
北
中
国

支
部
図
書
館
目
録
』（
１
８
７
２
）を
編
纂
し
た
。

今 月 の 一 冊

『中国書誌』第 2 版の3 巻目
コラム番号1759 ～1762

Bibliotheca sinica
Dictionnaire bibliographique des ouvrages relatifs à l'Empire chinois
par Henri Cordier, 2. éd., rev., cor. et considérablement augm.
E. Guilmoto 1904-08　4 v. 28 cm＜請求記号 016.9151-C795b＞
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１
８
７
７
年
パ
リ
に
戻
る
と
、
翌
７
８
年
に
『
中

国
書
誌
』
の
刊
行
を
開
始
し
た
。
１
８
９
０
年
に

は
オ
ラ
ン
ダ
の
東
洋
学
者
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
レ
ー

ゲ
ル（
１
８
４
０
～
１
９
０
３
）と
と
も
に『
通
報
』

T
'oung pao

を
創
刊
し
た
。
同
誌
は
東
洋
学
研

究
の
世
界
的
な
学
術
誌
と
し
て
い
ま
に
続
い
て
い

る
。

　
『
中
国
書
誌
』
は
刊
行
中
の
１
８
８
０
年
に
ス

タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
を
受
け
た※

。
コ

ル
デ
ィ
エ
は
そ
の
後
、
１
８
８
１
～
８
５
年
に

分
冊
を
ま
と
め
た
初
版
２
巻
を
刊
行
。
さ
ら
に
、

１
８
９
３
～
９
５
年
に
分
冊
で
刊
行
し
た
も
の
を

ま
と
め
た
補
遺
１
巻
を
刊
行
し
た
（
Ａ
）。
９
年

後
の
、
１
９
０
４
～
０
８
年
に
は
、
補
遺
の
項
目

を
編
入
し
、
さ
ら
に
増
補
改
訂
を
加
え
た
第
２
版

４
巻
を
刊
行
し
た
（
Ｂ
）。

　

そ
の
後
、
初
版
あ
と
が
き（
１
８
９
５
）で
予

告
し
て
い
た
『
日
本
書
誌（

１
）
』、『
イ
ン
ド
シ
ナ
書

誌（
２
）
』
を
そ
れ
ぞ
れ
１
９
１
２
年
、
１
９
１
２
～

１
５
年
に
刊
行
し
、
３
部
作
の
完
成
か
と
思
わ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、『
中
国
書
誌
』
に
つ
い
て
は
、

増
補
を
や
め
る
こ
と
な
く
、
再
び
１
９
２
２
年
か

ら
さ
ら
な
る
補
遺
の
分
冊
で
の
刊
行
を
開
始
し

て
、死
の
前
年
の
１
９
２
４
年
ま
で
続
い
た（
Ｃ
）。

C 第 2 版（1904 ～ 08）＋補遺（1922～24）
＜請求記号 衆 0130-0003＞

B 第 2 版（1904 ～ 08）
＜請求記号 016.9151-C795b＞

A 初版（1881～85）＋補遺（1893～ 95）
＜請求記号 100-235＞

B 第 2 版の1巻目の標題紙。 A 初版の1巻目の標題紙。
1880年スタニスラス・ジュリアン賞受賞、とある。

アンリ・コルディエ（Henri Cordier）の肖像。
『コルディエ文 庫分 類目録 』慶 応 義 塾

大 学 附属 研 究 所斯 道 文 庫 編 集・発 行 　
1979.3＜請求記号 UP171-145＞

◀補遺 ◀補遺

総ページ数　4,439 ページ 総ページ数　3,252ページ 総ページ数　2,243 ページ

※�スタニスラス・ジュリアン（1799 ～1873）はフランスの中国学者。
1875 年から、中国学の優れた成果に対し、彼の名を冠した賞が
贈られている。
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Ｂ 第 2 版（1904～ 08）

『通報』1巻3号（1890）とある。コルディエは最初、書誌を『通
報』（2ページ参照）に掲載。その後、初版の補遺に採録した。
第 2 版編集にあたって、『今古奇観』のタイトルのもとに編
入したのである。

この第 34 話「女秀才移花接木」が、ハーンの『中国怪談集』Some Chinese 
Ghosts（1887）の一話「孟沂のはなし」“The Story of Ming- Y”（邦題は平井呈
一訳による）の原話である。『中国怪談集』の原著者解題を見ると、原話のシュ
レーゲルによるフランス語訳に基づいており、それがシュレーゲル編訳刊行の 

『売油郎独占花魁』（1877）に収録されていることがわかる。
Some Chinese Ghosts は1887年の初版の刊行よりだいぶ遅れて1910 年刊のも
のが補遺のコラム番号3975に掲載されている。

増補の過程を『中国書誌』の実際のページを使って紹介する。
『今古奇観』は40篇を収録する明代の短編小説選集。さま
ざまな言語に翻訳・紹介され、各国の当時の文学に大きな
影響を与えた。
日本では江戸時代に3篇を選び訳出した『通俗古今奇観』
が流行。なかでも「売油郎独占花魁」は翻案も多い。
ラフカディオ・ハーン（1850～1904）はフランス語訳さ
れた一話をもとに「孟沂のはなし」をつくった。

『今古奇観』を例に

第1部のなかの分類「文学」をさらに細分類した「長編・短編・中編小説」の見出
しのもとに収録されている。短編選集として、40 篇の内容細目が掲載されている。

内容細目

タイトル

見出し（分類）

翻訳の書誌など
各編の情報

Ａ 初版（1881～85）＋補遺（1893～ 95）

Ｃ 第 2 版（1904～ 08）＋補遺（1922～24）

第 2 版本体のコラム番号1765に編入すべき情報であることが
示されている。
補遺には、本編刊行後に出版されたもののほか、前述のハー
ンの『中国怪談集』のように前回採録に漏れたものなどが
掲載されている。
ちなみに「房徳」は人名で、第16 話に登場する。

3 巻目 コラム番号1761～1769より

Aの初版では情報がなかった第1話「三孝廉譲産立高名」
に情報が追加されている。

▲ シ ュ レ ー ゲ ル
訳 を 収 め る『 売
油 郎 独 占 花 魁（le 
Vendeur d'huile＝
油売り）』について
はコラム番 号1769
を見よ、とある。

5 巻目補遺 コラム番号3935より

▲ コラム番号1769
に掲載されている
第 39 話「売油郎独
占花魁」。

1巻目 コラム番号809より
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1 Bibliotheca japonica; dictionnaire bibliographique des ouvrages relatifs 
à l'Empire japonais rangés par ordre chronologique jusqu'à 1870, suivi d'un 
appendice renfermant la liste alphabétique des principaux ouvrages parus de 
1870 à 1912, par Henri Cordier
Imprimerie nationale, E. Leroux 1912＜請求記号 016.9152-C795b＞
2 Bibliotheca indosinica; dictionnaire bibliographique des ouvrages relatifs à 
la péninsule Indochinoise, par Henri Cordier
Imprimerie nationale, E. Leroux 1912-1915 4v＜請求記号 016.9159-C795b＞
3 Ser Marco Polo; notes and addenda to Sir Henry Yule's edition, containing 
the results of recent research and discovery, by Henri Cordier
J. Murray 1920＜請求記号 GE84-21＞
4 Cathay and the way thither; being a collection of medieval notices of China, 
tr. and ed. by Colonel Sir Henry Yule. New ed., rev. throughout in the light of 
recent discoveries, by Henri Cordier Printed for the Hakluyt Society 1913-1916 
4 v＜請求記号 915.1-Y95c＞

○参考文献
石田幹之助「支那に関する欧文文献の書目に就いて」『欧米に於ける支那研究』 
創元社　1942＜請求記号 122-I541o＞
慶應義塾大学附属研究所斯道文庫 編『図説書誌学　古典籍を学ぶ』勉誠出
版　2010.12＜請求記号 UM11-J36＞
礪波護「コルディエ」『東洋学の系譜　欧米篇』高田時雄 編著　大修館書店　
1996.12＜請求記号 GE41-E18>
雪嶋宏一「書誌索引家列伝　ビブリオグラファーとしてのコルディエ」（1）‐（3）

『書誌索引展望』8 巻 4号‐9巻2号　日本索引家協会、 日外アソシエーツ（発売）　
1984.11‐1985.5＜請求記号 Z21-864＞

　
『
中
国
書
誌
』
は
５
部
か
ら
な
り
、
第
１
部
が

中
国
の
地
理
・
風
俗
・
歴
史
・
文
学
な
ど
中
国
研

究
の
本
編
で
、
第
２
部
以
降
が
、
旅
行
記
の
記
述

や
伝
聞
な
ど
、
欧
米
人
の
中
国
に
関
す
る
知
見
と

そ
の
研
究
、
ま
た
、
外
交
、
中
国
人
の
海
外
知
識
、

他
国
・
隣
国
と
の
関
係
を
扱
っ
た
部
編
と
な
っ
て

い
る
。

　

コ
ル
デ
ィ
エ
は
書
誌
以
外
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
東

洋
学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ユ
ー
ル
（
１
８
２
０
～
８
９
）

の
「
東
方
見
聞
録
」
英
語
訳
注
で
あ
る
『
マ
ル

コ
・
ポ
ー
ロ
の
書
』
第
３
版
（
１
９
０
３
。
初
版

は
１
８
７
１
）
へ
の
補
注（
１
９
２
０
（
３
）
）、
同
じ
く

ユ
ー
ル
編
訳
の
東
西
交
渉
史
関
係
文
献
集
成
『
中

国
お
よ
び
中
国
へ
の
道
』（
１
８
６
６
）へ
の
増

補
（
１
９
１
３
～
１
６（
４
））
が
有
名
で
、
自
ら
も
中

国
外
交
関
係
の
著
作
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、
地
理

学
的
関
心
が
『
中
国
書
誌
』
の
構
成
に
も
見
て
と

れ
る
。

　
『
中
国
書
誌
』
は
、
各
主
題
に
つ
い
て
の
文
献

を
見
渡
せ
る
便
利
な
ツ
ー
ル
、
研
究
の
近
道
で
あ

る
一
方
、
い
く
つ
も
小
径
が
用
意
さ
れ
、
寄
り
道

を
誘
う
豊
か
な
記
述
に
み
ち
た
魅
惑
の
書
で
も
あ

る
。
本
書
を
手
に
取
っ
て
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

て
み
て
ほ
し
い
。
た
ど
っ
た
道
の
そ
の
先
で
、
急

に
視
界
が
ひ
ら
け
、
思
わ
ぬ
広
々
と
し
た
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

予定をしていた索引の作成は叶わず、
後世、1953 年にコロンビア大学が第
2 版および補遺の著者名索引を作成
した。収録著者数は7,700 名。スタ
ニスラス・ジュリアンの名も見える。
Author index to the Bibliotheca 
s in ic a  by E as t  A s iat ic  L ib r ar y, 
Columbia Universi t y L ibrar ies; 
Columbia University Libraries, 1953
＜請求記号 016.9151-C795a＞

『中国書誌』第 2 版の製本していない状態のもの。＜請求記号 VF5-Y2043＞
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kazuo Asai

国立国会図書館では、在外研究制度として、職員に
海外留学の機会があります。また、海外出張で資料
収集も行っています。
2019年 5月現在、アメリカ東海岸の3地域に 3人が
滞在しています。3人に、街の様子、図書館や文書館、
そして自身の研究や収集業務について、リポートし
てもらいました。

Eri Matsuda

Sosuke Fujita

東海岸三都物語

Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★
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タフツ大学キャンパスとボストン市街

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
留
学

　

私
は
現
在
、
在
外
研
究
制
度
に
よ
り

留
学
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
２
０
１
７
年

７
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
法
律
外

交
大
学
院
（
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
）

の
修
士
課
程
に
在
籍
し
、
国
際
関
係
を
専

攻
し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
前
の
直
近
の
部
署
で
は
、
外
交
・

防
衛
分
野
の
調
査
の
仕
事
を
担
当
し
て
お

り
、
特
に
日
米
関
係
や
在
日
米
軍
基
地
問

題
に
つ
い
て
調
査
す
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
際
関
係
の
研
究

で
著
名
な
ア
メ
リ
カ
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
タ
フ

ツ
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
提
携
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
国
際
関
係
を
専

門
と
す
る
大
学
院
と
し
て
１
９
３
３
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
外
務
省
・
国

防
省
・
軍
な
ど
の
政
府
機
関
、
国
際
連
合

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
国
際
組
織
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
、
国
際
関
係
に
関
わ
る
公
共
部

門
を
中
心
に
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。

フレッチャージャパンクラブ（後述）の幹事、
右から二人目が筆者

浅井 一男

See also...

「世界図書館紀行　ボストン」(632(2013 年 11 月) 号 )
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フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
は
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
柔
軟
性
に
富
む
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
、
協
調
性
を
重
視
す
る
校
風

で
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
歴
史
や
政
治

な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
科
目
が
多
い
こ

と
、
卒
業
に
は
学
術
論
文
の
提
出
が
課
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
専

門
職
大
学
院
で
は
、
学
術
論
文
の
提
出
が

卒
業
要
件
と
な
っ
て
い
な
い
）、
そ
し
て
、

必
修
科
目
が
少
な
く
、
22
あ
る
研
究
分
野

か
ら
自
由
に
科
目
を
選
択
で
き
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
授
業
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
学
校
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
学
生
同
士
の
交
流
を

促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学
院

の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
（
一
学
年

２
０
０
名
程
度
、
留
学
生
比
率
は
約
４

割
）、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
と
は
顔
見
知
り

で
、
学
生
の
仲
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
の
経
験
と
学

術
的
関
心
か
ら
「
安
全
保
障
」
と
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
国
際
関
係
」
を
研
究
分

野
と
し
て
選
択
し
、
関
連
の
科
目
を
履
修

し
て
い
ま
す
。
学
術
論
文
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
海
外
基
地
政
策
を
テ
ー
マ
と
し
、
海

外
基
地
が
形
成
さ
れ
た
冷
戦
初
期
の
政
策

決
定
過
程
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
の
含
意
を
分
析
す
る
べ
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
に
つ
い
て

　

ボ
ス
ト
ン
は
17
世
紀
前
半
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
渡
っ
て
き
た
清
教
徒
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
街
で
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
古
い
街
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
ま
す
。「
ボ
ス
ト
ン
茶
会

事
件
」、「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
コ
ー
ド

の
戦
い
」（
ボ
ス
ト
ン
郊
外
）
な
ど
、
ア

メ
リ
カ
独
立
革
命
の
舞
台
で
も
あ
り
、
多

く
の
歴
史
的
な
建
造
物
や
史
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
は

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
政
治
経
済

の
中
心
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

な
ど
、
多
く
の
教
育
・
研
究
機
関
が
置
か

れ
、
学
術
都
市
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
海
に
面
し
た
街
で
す
の
で
、
海
産
物

が
豊
富
で
、
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
や
ロ
ブ

（左上）ダウンタウンの Old 
South Church

（左下）市内の住宅
（右下）クインシーマーケッ
ト。1820 年 代 に作られ
た歴史的な商業施設

フレッチャー
スクール

Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★
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ス
タ
ー
料
理
が
有
名
で
す
。

　

人
種
構
成
や
外
国
人
比
率
と
い
う
点
か

ら
、
ボ
ス
ト
ン
に
は
様
々
な
人
が
お
り
、

留
学
生
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
街
だ
と
感

じ
ま
す
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
に

し
て
は
珍
し
く
、
地
下
鉄
や
路
面
電
車
な

ど
公
共
交
通
機
関
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
お

り
、
車
が
な
く
て
も
特
に
不
便
は
あ
り
ま

せ
ん
。
治
安
も
良
く
、
街
も
比
較
的
き
れ

い
で
す
。
ボ
ス
ト
ン
は
札
幌
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
緯
度
の
高
さ
で
、
冬
は
雪
が
多
く
大

変
寒
く
な
り
ま
す
が
、
四
季
が
あ
り
季
節

の
変
化
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
街
に
は
緑
が

多
く
、
公
園
や
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

野
ウ
サ
ギ
や
リ
ス
な
ど
が
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
生
活
コ
ス
ト
の
高
さ
、
長
い

冬
、
人
々
が
不
愛
想
（
他
の
ア
メ
リ
カ
の

地
域
と
比
較
し
て
）、
車
の
運
転
が
乱
暴

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
悪
い

点
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

タ
フ
ツ
大
学
の
図
書
館
と
ボ
ス

ト
ン
の
著
名
な
図
書
館

　

私
が
通
う
タ
フ
ツ
大
学
の
メ
イ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
２
つ
の
図
書
館
が
あ
り
ま

す
。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
に
付
属

す
る
ギ
ン
図
書
館
と
、
タ
フ
ツ
大
学
の
中

央
図
書
館
で
あ
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
図
書
館
で

す
。
ギ
ン
図
書
館
は
小
規
模
で
す
が
、
蔵

書
は
国
際
関
係
に
特
化
し
、
授
業
や
論
文

の
作
成
な
ど
で
活
用
す
る
機
会
が
多
い
で

す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
図
書
館
は
大
規
模
で
、

館
内
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
展
示
室
、
シ
ア

タ
ー
を
備
え
る
な
ど
、
施
設
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
学
生
の
勉
強
の
た

め
に
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ラ
ボ
な
ど
を
備
え
て
お
り
、

学
期
中
は
朝
８
時
か
ら
深
夜
１
時
ま
で
開

館
し
て
い
ま
す
。
電
子
資
料
も
充
実
し
て

お
り
、
タ
フ
ツ
の
学
生
は
大
学
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
７
０
０
以
上
の
電
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
「
ボ
ス
ト
ン
図
書
館
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
加
盟
す
る
18
の
図
書

館
の
蔵
書
の
利
用
や
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
図
書
館
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
地
域
で
最
も
有
名
な
図
書

館
と
し
て
は
、
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書
館
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書

館
は
１
８
４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
最
古
の
公
共
図
書
館
で
あ
り
、
近
代
図

タフツ大学ティッシュ図書館

キャンパスにて

フレッチャースクール
ギン図書館

（ 左 ）1926 年に建てられ
た学生寮（ブレイクリーホー
ル）、約 90 名のフレッチャー
スクールの学生が住んでいま
す
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書
館
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
ま
す
。
歴
史
的

な
建
物
や
内
部
の
装
飾
、
貴
重
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
観
光
資
源
に
も
な
っ
て
お

り
、
図
書
館
利
用
者
以
外
も
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、
蔵
書
数
約

３
２
０
０
万
点
と
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書

館
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
に
次

ぐ
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す※

。
そ
の
ほ
か
に

も
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
図
書
館
（
蔵
書
数

約
２
０
０
０
万
点
、全
米
４
位※

）、ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
図
書
館
・
博
物
館

な
ど
、
著
名
な
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

留
学
生
活
と
今
後

　

大
学
院
で
の
学
生
生
活
は
、
予
習
や
課

題
、
テ
ス
ト
な
ど
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
そ

の
分
、
多
く
の
学
び
を
得
ら
れ
て
い
る
実
感

が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
様
々
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
に
囲
ま
れ
、
異
な

る
価
値
観
や
意
見
に
触
れ
て
、
自
分
の
視
野

を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
得
難
い
経
験
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
大
学

院
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
特
殊
部
隊
の
元
隊
長

や
ル
ワ
ン
ダ
大
虐
殺
の
サ
バ
イ
バ
ー
、
イ
ス

ラ
ム
教
国
出
身
の
同
性
愛
者
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
方
々
に
出

会
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
大
学
院
の
夏
季

休
暇
中
に
、東
欧
へ
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
、

黒
海
地
域
の
政
治
経
済
に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
や
、
ア
メ
リ
カ
国
内
を
旅
行
し
、
ア
メ

リ
カ
社
会
の
多
様
性
に
つ
い
て
見
聞
を
広

め
た
こ
と
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点

（
２
０
１
９
年
２
月
）
で
、
２
年
間
の
修

士
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
学
期
で
す
。
帰
国

ま
で
半
年
を
切
り
ま
し
た
が
、
修
士
論
文

の
作
成
や
授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
専
門
分

野
の
知
識
や
英
語
能
力
の
向
上
に
努
め
、

将
来
、
調
査
や
国
際
的
な
業
務
で
役
に
立

て
る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ボストン公共図書館

紅葉したタフツ大学キャンパス

（右）フレッチャースクールには、学術、文化、
スポーツなど、異なるテーマを持つ約 70 の
学生クラブがあります。ジャパンクラブは、日
本に関心を持つ学生が集まり、日本専門家
を招いての講演会、折り紙や書道などの文
化体験、日本をテーマにした映画上映会など、
日本の政治・経済・社会・文化を紹介する
イベントなどを主催しています。写真は書道
イベント、文化交流イベント（アジアナイト）
でのソーラン節の披露

（左上から）アメリカ海軍最古の現役艦コンスティ
テューション号。ボストンが母港／カヤックでチャー
ルズリバー下り。ダウンタウンを望む

Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

※ https://libguides.ala.org/librarystatistics/
volumesheld
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
へ
の
留
学

　

私
は
、
２
０
１
８
年
９
月
よ
り
、
ア
ー

カ
イ
ブ

（
１
）
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
士
課
程
で
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
留
学
前
は
政
治
史
料
課
で
主
に

日
系
移
民
や
日
本
占
領
関
係
の
ア
ー
カ
イ

ブ
資
料
の
整
理
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
は
と
て
も
リ
ベ

ラ
ル
な
大
学
で
、
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
面
白
い
授
業
を
た
く
さ
ん
提

供
し
て
い
ま
す
。
私
は
現
在
、
地
域
社
会

に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
実
践
や
問

題
点
な
ど
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ン
や
ア
ー

カ
イ
ブ
を
い
か
に
作
っ
て
い
く
か
を
学
ぶ

ク
ラ
ス
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
ど
の
授
業
も

机
に
座
っ
て
勉
強
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
に
実
際
に
行
っ
て
資
料
を
探
し

て
そ
の
資
料
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
書
い
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
協
力
し
て
推
進
す
る
な

ど
、
と
て
も
実
践
的
で
す
。

（右）19 世紀半ばに作られたセントラル・パークはニューヨーカーたちの癒しの
場です。紅葉の時期は特に賑わいます

（左）ユニオン・スクエアでぱしゃり。ニューヨークにはセントラル・パークの他に
も小さな公園がたくさんあります

松田 恵里

（１）ここでのアーカイブとは、個人や組織等に関する永久的な価値を持つ、現在は使われていな
いけれども長期的利用のために保存される記録のことを意味します。また、このように定義される記
録を保存する場所もアーカイブと呼ばれます。
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ニュ
ー
ヨ
ー
ク
と
主
要
な
図
書
館

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
、
ス
タ
テ
ン
島
の
５
つ
の
行
政
区
か

ら
成
り
立
つ
、
多
様
性
豊
か
な
街
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
色
々
な
国
の
人
た
ち

が
住
ん
で
お
り
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
い

ろ
ん
な
国
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

実
際
に
、
８
０
０
以
上
の
言
語
が
話
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
た
ち
の
知
識
を
支
え
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
ス
タ
テ
ン
島

に
所
在
す
る
88
の
図
書
館
と
４
つ
の
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
り
ま
す
（
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
公
共
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て

い
ま
す
）。
な
ん
と
、
電
子
書
籍
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
も
含
み
ま
す
が
、
全
館
合
わ
せ
て
の
蔵

書
数
は
５
５
０
０
万
と
い
う
と
て
も
規
模

の
大
き
な
公
共
図
書
館
で
す
。
中
で
も
、

１
９
１
１
年
に
開
館
し
た
５
番
街
に
面
す

る
本
館
は
大
変
美
し
い
こ
と
で
有
名
で
、

絶
え
間
な
く
多
く
の
観
光
客
を
惹
き
つ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

も
個
性
的
で
、
例
え
ば
、
ハ
ー
レ
ム
地
区

に
あ
る
シ
ョ
ー
ン
バ
ー
グ
セ
ン
タ
ー
は
ア

フ
リ
カ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
に
関
す
る
資
料
に

特
化
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
週
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
学
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

も
、
支
部
図
書
館
含
め
た
全
館
で
合
計
約

６
０
０
万
冊（

２
）の
書
籍
と
約
28
万
タ
イ
ト
ル

の
定
期
刊
行
物
を
収
集
し
て
い
る
図
書
館

を
有
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
館
の
エ
ル

マ
ー
・
ホ
ー
ム
ズ
・
ボ
ブ
ス
ト
図
書
館
は
、

12
階
建
て
の
吹
き
抜
け
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
床
は
ベ
ネ
チ
ア
の
教
会
を
模
し
て
い

ま
す
。
勉
強
に
疲
れ
た
大
学
生
た
ち
に
ひ

と
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
授
業

期
間
中
は
、
１
日
平
均
で
学
生
約
１
万
人

が
エ
ル
マ
ー
・
ホ
ー
ム
ズ
・
ボ
ブ
ス
ト
図

書
館
を
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
図
書
館
で
勉

強
し
て
い
る
学
生
は
、
中
国
か
ら
の
熱
心

な
留
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
、
図
書
館
で
勉

強
し
て
い
る
と
中
国
に
留
学
し
に
来
た
ん

だ
っ
た
か
な
と
錯
覚
を
起
こ
し
ま
す
。

ニューヨーク公共図書館本館

ニューヨーク大学
エルマー・ホームズ・ボブスト図書館

（２）2015-16 の数値。
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図
書
館
の
次
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
２
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
公
共
の
ア
ー

カ
イ
ブ
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

ア
ー
カ
イ
ブ
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
ア
ー
カ
イ

ブ
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
１
９
９
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初

は
、
全
て
の
運
営
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
よ
り
常
勤
と

し
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
カ
イ
ト
リ
ン
さ
ん

が
働
き
始
め
ま
し
た
。カ
イ
ト
リ
ン
さ
ん
は
、

以
前
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
い
う
と
て
も
大
き
な
美
術
館
の
ア
ー
カ

イ
ブ
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
小
さ
な
ア
ー

カ
イ
ブ
で
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
い
と

思
い
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
仕
事
に
応

募
し
た
そ
う
で
す
。た
だ
、今
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
ア
ー
カ
イ
ブ
の
運
営
を
支
え
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
１
６
１
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
レ
ン
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
（
直
訳
す

る
と
「
干
渉
ア
ー
カ
イ
ブ
」。
社
会
の
主
流

派
の
流
れ
に
干
渉
し
て
、
新
た
な
潮
流
を

作
る
と
い
う
意
図
か
ら
こ
の
名
前
に
し
た

そ
う
で
す
。）
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ア
ー

カ
イ
ブ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

に
関
す
る
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
な
ん
と
約

１
０
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
積
極
的
に
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
ほ
か
の
ア
ー
カ
イ
ブ

は
資
料
を
閲
覧
申
請
し
な
い
と
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ

レ
ン
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
多
く
の
人
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
利
用

者
は
自
由
に
開
架
の
資
料
を
手
に
と
っ
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、

保
存
が
難
し
い
資
料
は
寄
贈
を
受
け
付
け

な
い
ほ
か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

に
関
わ
っ
た
個
人
が
不
利
に
な
る
よ
う
な

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
寄

贈
は
受
け
付
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
た
く
さ
ん
の
面
白

い
場
所
が
あ
っ
て
、
人
が
い
て
、
と
て
も
刺

激
的
な
街
で
す
。
こ
の
街
で
、
日
本
に
帰
っ

て
か
ら
活
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
こ
れ
か

ら
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

インターフェレンスアーカイブでは、
展示も頻繁に行われています。左の
ポスターは、オーストラリアのソーシャ
ルムーブメントポスターに関する展示
で使われたものです

Posters from the collection of Alison 
Alder, used in the Hi-Viz: Australian 
Political Posters 1979–2019

LGBT アーカイブは LGBT 関連の書籍を扱う図書館も兼ねて
いるので、本もたくさんあります
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Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

素敵な看板三人娘が迎えてくれます。

私がよく行くベーグル屋さんを紹介したいと思います。マンハッタンにあるとても
人気のお店で、いつもお客さんでいっぱいです。もちもち、しっとりしつつ、小
麦の味もしっかり感じることのできるおすすめベーグルです。人気のメニューはク
リームチーズとスモークサーモンのベーグルだそうです。
なお、店員さんは全てタイから移住して来た人だそうです。もともとポーランドの
ジューイッシュ（ユダヤ教徒）の食べ物のベーグルを、ニューヨークでタイの人
たちが作っている…ニューヨークの多様性を感じました。

虹色の旗のほか、「公平」と書かれた
旗もあります。紙資料以外も収集して
いることがわかります

街ではストリートアートをよく見かけます
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ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．で
の
資
料
収
集

　

私
は
２
０
１
８
年
６
月
か
ら
、
日
本
占

領
関
係
資
料
収
集
業
務
の
た
め
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
滞
在
し
て
、
資
料
調
査
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
調
査
は
主
に
米

国
国
立
公
文
書
館
（
以
下
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
と

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
（
以

下
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
）
の
２
機
関
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
、
米
国
の
公
文
書
館
と
し

て
連
邦
政
府
の
記
録
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

モ
ー
ル
に
ほ
ど
近
い
本
館
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
憲
法
や
独
立
宣
言
の
原
本
を
展
示

し
て
お
り
、
全
米
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
施
設
で
す
。
私
が
作
業
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
本
館
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
50
分
ほ

ど
移
動
し
たA

rchives

Ⅱ

と
呼
ば
れ
る
建

物
で
、
各
国
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

藤田 壮介

ワシントン D. C. の玄関口、ユニオン駅

じつは、

アメリカに来てましたー！
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Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
膨
大
な

公
文
書
の
中
に
、
戦
後
日
本
に
や
っ
て
き

た
占
領
軍
に
関
す
る
文
書
類
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
館
は
１
９
７
８
年
以
来
、
そ

れ
ら
の
資
料
を
撮
影
し
て
、
複
製
物
（
か

つ
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
画
像
）
の
収
集
を
続
け
て
き
て
お

り
、
現
在
は
、
米
極
東
軍
参
謀
部
の
文

書
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
地

で
の
私
の
業
務
は
、
収
集
予
定
の
文
書
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
重
複
な
ど
に
よ
り
撮
影
の
必

要
が
な
い
資
料
を
指
定
す
る
、
撮
影
後
に

撮
影
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
、
と
い
っ

た
撮
影
に
関
す
る
事
前
・
事
後
処
理
が
中

心
で
す
。
資
料
が
ド
サ
ッ
と
入
れ
ら
れ
た

箱
を
開
け
、
探
し
て
い
る
人
の
目
に
届
く

よ
う
な
状
態
に
整
え
て
い
く
、
地
味
な
が

ら
重
要
な
作
業
で
す
。

　

私
の
も
う
一
つ
の
調
査
先
で
あ
る
プ
ラ

ン
ゲ
文
庫
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書

館
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。

同
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後

の
日
本
占
領
軍
の
一
員
（
参
謀
第
二
部
で

戦
史
編
纂
を
担
当
）
で
も
あ
っ
た
ゴ
ー
ド

ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
博
士
の
名
前
が
冠
さ

れ
て
い
ま
す
。
占
領
軍
は
、
検
閲
を
行
う

た
め
に
出
版
者
に
出
版
物
を
提
出
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
検
閲
を
実
施
し
て
い

た
期
間
の
出
版
物
が
網
羅
的
に
集
積
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
ま
と
め

て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
移
送
す
る
よ
う

に
交
渉
を
重
ね
た
の
が
プ
ラ
ン
ゲ
博
士
で

す
。
こ
の
移
送
の
結
果
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

大
学
の
所
蔵
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

は
、
占
領
期
の
検
閲
の
実
態
を
探
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
占
領
下
の
日
本
に
お
け
る

出
版
活
動
を
知
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
資

料
群
で
す
。

　

当
館
は
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
と
の
共
同
事
業

に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
出
版
物
の
複
製
を
作

成
し
て
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
地
で

私
が
担
当
し
て
い
る
業
務
は
、
い
ず
れ
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
収
集
す
る
予
定
の
資
料
の

メ
タ
デ
ー
タ
整
備
と
状
態
確
認
が
主
な
内

容
で
す
。
現
在
は
楽
譜
に
着
手
し
て
お
り
、

戦
後
間
も
な
い
時
期
の
日
本
に
お
い
て
、

流
行
歌
・
歌
謡
曲
の
楽
譜
が
と
て
も
た
く

さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
れ
も
非
常
に
薄
く
、
傷
み

や
す
い
資
料
で
す
が
、
表
紙
が
綺
麗
な

絵
で
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
デ
ジ

タ
ル
化
ま
で
こ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
保
管
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

プランゲ文庫がある、メリーランド大学のホーンベイク図書館 NARA では資料の入った箱がカートに乗せられて利
用者に届けられます

Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★
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Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
と
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
の
資
料

収
集
は
、
ど
ち
ら
も
、
海
外
に
あ
る
日
本

関
係
の
資
料
の
収
集
を
行
い
、
日
本
国
内

で
役
立
て
て
も
ら
う
と
い
う
、
国
立
の
図

書
館
な
ら
で
は
の
事
業
で
す
。
双
方
と
も

収
集
完
了
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
が
、
私
の
任
期
が
終
わ
っ
て
も
、

次
の
担
当
者
に
引
き
継
ぎ
、
着
実
に
最
後

ま
で
進
め
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．
で
の
生
活

　

米
国
で
の
生
活
と
い
う
と
、
車
社
会
、

庭
付
き
の
戸
建
て
に
住
ん
で
夏
は
庭
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
来
て
み

る
と
、
10
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
の
一
室
に

住
み
、
調
査
先
に
は
地
下
鉄
と
バ
ス
で
移

動
、
食
料
品
の
調
達
も
徒
歩
圏
内
の
ス
ー

パ
ー
で
大
抵
は
こ
と
足
り
る
、
と
い
う
こ

と
で
、
居
住
・
生
活
環
境
自
体
は
、
私
が

現
在
生
活
し
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．

で
は
日
本
の
都
市
部
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
ス
ー

パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
食
材
な
ど
は
、
日

本
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
も
少
し
違
っ
て

い
た
り
し
て
、
興
味
深
い
点
が
多
い
で
す
。

ビ
ー
ガ
ン
向
け
や
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
な
食

品
の
選
択
肢
が
多
か
っ
た
り
、
牛
乳
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
も
乳
脂
肪
分
を
低
く
し
た
も

の
が
む
し
ろ
主
流
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
は
、
健
康
的
な
食
生
活
へ
の
志
向
を
感

じ
ま
す
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
は
、
米
国
の
首

都
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
議
事
堂

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
見
る
た
め
に
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
を
超
え

る
大
学
や
各
国
の
大
使
館
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
外
国
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
頃
に
は
、
ス
ー
パ
ー
で
ワ
イ

ン
を
買
う
た
め
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
た

と
こ
ろ
、
レ
ジ
の
人
が
セ
ネ
ガ
ル
人
で
、

ち
ょ
う
ど
日
本
対
セ
ネ
ガ
ル
戦
が
あ
っ
た

た
め
、
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
振
ら
れ
た
り
、

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
土
地
柄
か
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
な
い
英
語

に
対
し
て
も
、
か
な
り
寛
容
に
理
解
し
よ

う
と
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、
独
立
記
念
日
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
感
謝
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
や
議
会
な
ど
公
的
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
各
所
で

フィッシュマーケット
にはチェサピーク湾
で獲れるブルークラ
ブや牡蠣が売られて
います

へぇ～

大使館等の建物（右上から時計回りに、ブラジル大使館、
ボリビア大使館、イスラミックセンター、ベトナム大使館）

昨年末から 1 月下旬までは、多くの政府機
関が閉鎖されていました
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
な
ど
、
な
ん
と

な
く
浮
き
立
っ
た
雰
囲
気
で
し
た
し
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
も
、
仮
装
姿
は
あ
ま
り
見
か
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
や
不
気
味
な
飾
り

つ
け
を
行
っ
て
い
る
家
を
多
く
見
か
け
ま

し
た
。

　

そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、
日
本

人
に
と
っ
て
特
別
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．

Ｃ
．な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば
、

N
ational Cherry Blossom

 Festival（
桜

祭
り
）
で
し
ょ
う
。
雪
は
あ
ま
り
多
く
降

ら
な
い
と
は
い
え
、
東
京
に
比
べ
れ
ば
寒

い
冬
の
時
期
を
乗
り
切
っ
て
、
春
が
来
た

こ
と
を
感
じ
る
時
期
で
す
。
１
９
１
２
年

に
日
本
か
ら
贈
ら
れ
植
樹
さ
れ
た
桜
が
、

ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
の
南
に
位
置
す
る
入

江
（
タ
イ
ダ
ル
ベ
イ
ス
ン
）
の
周
り
で
花

開
き
ま
す
。
桜
の
開
花
時
期
を
中
心
に
四

週
間
に
わ
た
っ
て
凧
揚
げ
の
日
や
花
火
の

日
、
パ
レ
ー
ド
の
日
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
満
開
の
頃

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
桜
を
楽
し
ん
で

お
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
春
を
祝
う

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
い
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

（上）議事堂前の広場に野外クリスマスツリーが
（下）ハロウィンのちょっと不気味な飾り付け

（絵：正
しょうぼ

保 五
さ つ き

月）

左の写真に写っている碑は、
最初に植えられた桜を記念するものです

手前が筆者
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張
り
ぼ
て
の
牛
。
く
り
抜
か
れ
た
胴
体
の

向
こ
う
に
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
男
。
果
た
し

て
こ
れ
は
…
。

　

大
正
12（
１
９
２
３
）年
、雑
誌『
新
青
年
』

に
短
編
小
説
「
二
銭
銅
貨
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し

た
江
戸
川
乱
歩
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、

今
日
、
ミ
ス
テ
リ
小
説
と
し
て
親
し
ま
れ
る

ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
作
家
と
な
り
、
書
誌

的
な
研
究
や
後
進
の
育
成
に
も
意
を
用
い
大

乱
歩
と
い
う
呼
称
を
も
っ
て
敬
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
大
家
に
も
助
走
時
期
に

あ
た
る
試
行
錯
誤
の
時
代
が
あ
っ
た
。
作
家

以
前
の
職
業
遍
歴
の
中
で
有
名
な
の
は
古
本

屋
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
着
目
さ
れ
る
の

が
映
画
人
た
ら
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

１
９
２
０
年
代
に
は
谷
崎
潤
一
郎
が
大
正

活
映
の
顧
問
と
な
っ
た
り
、
川
端
康
成
ら
が

衣
笠
貞
之
助
と
組
ん
で
、
映
画
製
作
に
関
わ

る
な
ど
、
文
芸
界
か
ら
積
極
的
に
映
画
に
関

わ
る
動
き
が
目
立
つ
が
、
乱
歩
が
映
画
を
志

向
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
数
年
早
く
、
日
本
で

は
ま
だ
ま
だ
見
世
物
の
域
を
脱
し
き
れ
て
い

な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

録
音
と
映
像
を
同
期
さ
せ
て
再
生
す
る
技

術
が
確
立
さ
れ
て
今
日
の
「
発
声
映
画
」
が

主
流
と
な
る
以
前
、
映
画
は
音
声
抜
き
の
動

画
単
体
で
「
無
声
映
画
」
と
し
て
製
作
さ
れ
、

そ
こ
に
楽
士
が
音
楽
を
付
け
、
弁
士
が
台
詞

と
説
明
を
口
頭
で
加
え
る
形
で
興
行
さ
れ
て

い
た
。

　

乱
歩
は
、
ま
ず
こ
の
弁
士
を
目
指
そ
う
と

弟
子
入
り
を
試
み
、
そ
れ
が
叶
わ
ぬ
と
な
る

と
、
さ
ら
に
映
画
監
督
を
目
指
し
て
、
国
立

国
会
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
上
野
の
帝
国
図

書
館
へ
通
っ
て
映
画
関
連
の
蔵
書
を
読
ん
で

映
画
を
研
究
し
た
こ
と
を
記
し
た
の
が
「
映

画
横
好
き
」（
初
出
・『
映
画
と
探
偵
』
大
正

14（
１
９
２
５
）年
４
月
（
未
見
）。
引
用
は

『
江
戸
川
乱
歩
全
集　

10
巻
』
平
凡
社
、
昭

和
６（
１
９
３
１
）年
よ
り
）
と
い
う
随
筆

で
あ
る
。

　

序
に
、
次
に
は
監
督
志
願
の
話
だ
。

　

そ
れ
は
、
其
後
私
が
幾
つ
か
の
職
業
を

転
々
し
て
、
東
京
は
団
子
坂
に
於
て
古
本
屋

を
開
業
し
て
ゐ
た
当
時
の
こ
と
で
あ
る
。
多

分
大
正
七
八
年
の
頃
で
も
あ
つ
た
か
、
そ
の

時
は
あ
な
が
ち
パ
ン
の
為
で
は
な
か
つ
た
。

古
本
屋
に
も
飽
き
て
、
何
か
商
売
換
へ
を
し

よ
う
と
し
て
思
ひ
つ
い
た
の
が
又
し
て
も
活

動
写
真
だ
。
そ
れ
と
い
ふ
の
も
、
よ
く
よ
く

江戸川乱歩肖像
『書物展望』９巻４号 通号94号　1939.4＜請求記号 Z020.5-Sy1＞

乱
歩
と
活
動
写
真

Practical cinematography and its applications by Frederick A. Talbot ＜請求記号 203-166 ＞

―
リ
サ
ー
チ
の
場
と
し
て
の
帝
国
図
書
館

藤
元 

直
樹
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私
は
映
画
を
見
て
い
る
と
恐
ろ
し
く
な
り
ま
す
。

あ
れ
は
阿あ

へ
ん片

喫き
つ
え
ん
し
ゃ

煙
者
の
夢
で
す
。―

「
映
画
の
恐
怖
」

好
き
の
道
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

　

弁
士
志
願
の
時
で
あ
つ
た
か
、
或
は
そ
の

の
ち
で
あ
つ
た
か
、
一
時
私
は
上
野
図
書
館

へ
、
活
動
写
真
の
本
を
読
み
に
通
つ
た
こ
と

が
あ
る
。
何
分
貧
乏
人
の
事
で
丸
善
に
註
文

す
る
な
ん
て
贅
沢
な
真
似
は
出
来
な
い
。
貧

弱
な
図
書
館
の
蔵
書
丈
け
で
満
足
す
る
外
は

な
い
の
だ
。
当
時
の
日
記
帳
を
繰
つ
て
見
る

と
次
の
数
冊
が
上
野
図
書
館
蔵
書
の
全
部
で

あ
つ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

　

一
部
、
転
記
ミ
ス
な
ど
も
あ
る
の
で
、
現

在
の
目
録
の
デ
ー
タ
に
従
っ
て
、
乱
歩
の
上

げ
た
書
目
を
請
求
記
号
、
受
入
日
を
加
え
て

上
に
示
す
。

（１）Motion picture making and exhibiting by John B. Rathbun ＜請求記号 209-182 ＞大正 4(1915).2.3 購求

（２）Moving pictures, how they are made and worked by Frederick A. Talbot ＜請求記号 170-178 ＞明治 45(1912).3.27 購求

（３）Motion-picture work by David S. Hulfish ＜請求記号 198-76 ＞大正 2(1913).7.4 購求

（４）Making the movies by Ernest A. Dench ＜請求記号 217-64 ＞大正 5(1916).2.10 購求

（５）The art of the photoplay by Eustace Hale Ball ＜請求記号 209-55 ＞大正 3(1914).10.3 購求

（６）The photoplay; a psychological study by Hugo Münsterberg ＜請求記号 219-181 ＞大正 5(1916).11.21 購求

（７）Practical cinematography and its applications by Frederick A. Talbot ＜請求記号 203-166 ＞大正 3(1914).3.3 購求 （右ページの牛）

（８）The policy and standards of the National Board of Censorship of Motion Pictures : reissued Oct. 1 ＜請求記号 205-365 ＞大正 5(1916). 
11.21 購求

（９）梅屋庄吉『活動写真百科宝典』http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/853860（モノクロ画像）明治 45(1912).2.26 寄贈

（１０）三田谷啓『活動写真に関する調査』http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/944487（モノクロ画像）大正 5(1916).12.6 寄贈

（１１）権田保之助『活動写真の原理及応用』http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/951523（モノクロ画像）大正 3(1914).10.22 内務省交付

右画像は（１）‐（７）
乱歩に「貧弱な図書館の蔵書」と書かれて
しまったが、初期の映画理論書である帰山
教正『活動写真劇の創作と撮影法』（正光社、
1921）でも、参考書として（１）‐（３）、（６）
が上がっており、基本をおさえた適切な選
書となっていたようである。

（８）パンフレットに近いこうした小冊子が輸入されていたこと
に驚かされる。映画の影響力をどうコントロールするかについ
ての関心が高まっていた証左であろうか。
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乱
歩
は
い
う
。

　

私
は
数
日
を
費
し
て
、
そ
れ
ら
の
書
物
を

一
通
り
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と

か
ど
の
活
動
通
に
な
つ
た
気
で
『
映
画
の
ト

リ
ツ
ク
を
論
ず
』
な
ん
て
い
ふ
論
文
を
書
い

た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
稿
は
今
で

も
持
つ
て
ゐ
る
が
、
右
の
書
物
の
ト
リ
ツ
ク

に
関
す
る
部
分
を
比
較
対
照
し
て
私
独
特
の

ト
リ
ツ
ク
論
を
組
立
て
た
も
の
な
の
だ
。
…

ト
リ
ツ
ク
論
其
他
二
三
篇
の
論
文
を
書
い
て

そ
れ
を
当
時
の
各
映
画
会
社
に
送
り
監
督
見

習
（
！
）
採
用
の
儀
を
申
出
で
た
…

　

こ
の
随
筆
に
は
大
正
７
（
１
９
１
８
）～

８（
１
９
１
９
）年
と
い
う
年
代
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
乱
歩
研
究
で
は
、
草
稿
に
見
え

る
記
述
と
、
乱
歩
の
住
所
変
遷
の
記
録
か

ら
、
映
画
関
連
書
を
渉
猟
し
た
の
は
、
大
正

６（
１
９
１
７
）年
６
～
７
月
の
時
期
と
考

証
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
資
料
の
受
入

時
期
や
、
大
正
６
年
９
月
21
日
に
寄
贈
さ
れ

た（
２
）の
翻
訳
『
活
動
写
真
撮
影
術
宝
典　

第
一
輯
』（
上
画
像
）
が
リ
ス
ト
に
な
い
こ

と
も
、
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
傍
証
と
い
え

よ
う
。

　

伝
存
す
る
乱
歩
の
映
画
関
連
草
稿
リ
ス
ト

男
の
子
ら
は
縄
跳
び
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
長
い
縄
の
弦つ

る
が
、
ね
ば
り
強
く
地
を
た
た
い
て

は
、
空
に
上
が
つ
た
。
田い

な
か
じ
ま

舎
縞
の
前
を
は
だ
け
た
一
人
の
子
が
、
ピ
ョ
イ
ピ
ョ
イ
と
飛
ん
で
い
た
。

そ
の
光
景
は
、
高こ

う
そ
く
ど

速
度
撮さ

つ
え
い
き

影
機
を
使
つ
た
映
画
の
よ
う
に
、
如
何
に
も
悠ゆ

う
ち
ょ
う

長
に
見
え
た
。

―
「
白
昼
夢
」

（２）p.16　コマ送りの仕組みを説明している

（２）の翻訳
フレデリック・エー・タルボット 著、 梅屋庄吉 訳

『活動写真撮影術宝典　第１輯』梅屋庄吉　大正5
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/956546

（モノクロ画像）
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（
左
ペ
ー
ジ
表
）
の
④
は
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル

ヒ
（
今
日
で
は
一
般
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
バ
ー

グ
と
表
記
さ
れ
る
）
の
映
画
論（
６
）に
よ
っ

て
映
画
の
審
美
的
価
値
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
、

（
１
）（
３
）（
1 1
）で
の
ト
リ
ッ
ク
技
術
分

類
の
不
備
を
指
摘
し
、
体
系
化
を
試
み
る
こ

と
が
宣
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
乱
歩
が

参
照
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
張
り
ぼ
て
の
牛
の
写
真

は
、
科
学
研
究
方
面
で
の
映
画
利
用
に
力
点

を
置
き
、
野
外
で
の
動
物
撮
影
に
関
わ
る
図

版
を
多
く
集
め
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
向
け
映
画

製
作
の
手
引
き
書（
７
）
よ
り
採
っ
た
。
乱

歩
は
こ
の
書
物
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な

い
が
、
探
偵
を
人
間
観
察
の
営
為
と
考
え
、

殺
人
を
人
間
の
獣
性
の
発
露
と
見
れ
ば
（「
凶

悪
な
犯
人
に
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
の

は
、
乱
歩
作
品
、
特
に
『
陰
獣
』
以
後
に
は

一
種
の
お
約
束
と
も
な
っ
て
ゆ
く
。」（
浜
田

雄
介
「『
悪
魔
が
岩
』
解
説
」『
江
戸
川
乱
歩
』

河
出
書
房
新
社
、
２
０
０
３
））、
動
物
観
察

の
工
夫
が
後
の
創
作
に
影
響
を
与
え
て
い
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

張
り
ぼ
て
の
牛
か
ら
人
間
椅
子
、
あ
る

い
は
郵
便
ポ
ス
ト
に
扮
す
る
怪
盗
（『
怪
奇

四
十
面
相
』）
ま
で
の
距
離
は
、
意
外
に
近

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

乱歩映画論草稿 ( 立教大学所蔵 ) リスト

①「映画論」
翻刻・落合教幸『大衆文化』6 号（2011 年）

②「活動写真のトリツクを論ず。」
翻刻・落合教幸『大衆文化』5 号（2011 年）

③「トリツク分類草稿」

④「トリツク写真の研究」
翻刻・落合教幸『大衆文化』7 号（2012 年）

⑤「写真劇の優越性につい ( き ) て」
翻刻・浜田雄介『文学』3 巻 6 号（2002 年）

蜃
気
楼
と
は
、
乳
色
の
フ
ィ
ル
ム
の
表
面
に
墨ぼ

く
じ
ゅ
う

汁
を
た
ら
し
て
、
そ
れ
が
自
然
に

ジ
ワ
ジ
ワ
と
に
じ
ん
で
行
く
の
を
、
途と

ほ
う方

も
な
く
巨
大
な
映
画
に
し
て
、
大
空
に

う
つ
し
出
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

―
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」

（１）‐（８）の目録カード。
購求元と購求日が記録されている。大手の書肆、丸善からは（３）（４）の2冊のみで、
残りは山田九郎＝中西屋書店から入っている。これらの本を扱った時期が、丸善の
デッドストックや汚損本を処理する古書店として出発した中西屋書店の最盛期だっ
たのかもしれない（後、大正9（1920）年に丸善に吸収合併されている）。

※乱歩作品からの引用は『江戸川乱歩全集』（春陽堂 1955）＜請求記号 918.6-E22e＞より
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国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
３
施
設
の
合
計
で
、
約
５
０
０
台
の
利
用

者
用
端
末
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
館
に
来
館
さ
れ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
ち

ら
の
端
末
を
操
作
し
て
資
料
を
利
用
し
ま
す
。
端
末
に
ロ

グ
イ
ン
す
る
と
、
館
内
で
利
用
で
き
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
、
所
蔵
資
料
の
検
索
・
申
込
が
で

き
る
「
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
」
や
、電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
な
ど
を
提
供
す
る
契
約
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
覧
ペ
ー

ジ
、
複
写
申
込
書
作
成
ペ
ー
ジ
な
ど
に
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
画
係
は
、
こ
の
端
末

を
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
○
○
画
面
の
表
示
を
も
っ
と
利
用
者
に
わ
か
り
や

す
い
形
に
し
て
ほ
し
い
」、「
こ
の
エ
リ
ア
に
端
末
を
移
設

し
て
混
雑
時
の
端
末
不
足
を
解
消
し
た
い
」、「
職
員
用
画

面
に
△
△
機
能
が
あ
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
に
申
込
を
処
理

で
き
る
」
な
ど
、利
用
者
や
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
端
末
・

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
望
を
も
と
に
、
シ
ス
テ
ム
部
門
と

協
力
し
て
改
善
し
て
い
く
と
い
う
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

日
々
の
業
務
で
は
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
は

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う

こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
ま
す
。
時
間
や
予
算
、
技
術
面
で

の
制
約
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
要
望
に
す
ぐ
に
お
応
え

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
心
苦
し
く
思
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
、
関
係
部
署
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
一
つ
一
つ
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

現
場
で
来
館
利
用
者
の
方
と
接
す
る
と
、
端
末
の
操
作
で

つ
ま
ず
き
や
す
い
部
分
や
、
資
料
を
利
用
し
て
返
却
す
る

ま
で
の
動
線
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
気
付
き

は
、
今
の
端
末
や
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
と
き
の
参
考
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
と
き
の
材
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
書
庫
内
の
雑
誌
を
閲
覧
し
た
い
」、「
戦
前
の
古
い
写

真
を
見
た
い
」、「
地
図
を
コ
ピ
ー
し
た
い
」、「
新
聞
記
事

を
調
べ
た
い
」

―
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
国
立
国

会
図
書
館
に
来
館
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、
利
用
者
用
端
末

は
、
多
様
な
資
料
・
情
報
の
玄
関
口
で
す
。
当
館
を
訪
れ

る
す
べ
て
の
方
が
、
真
に
求
め
る
資
料
に
た
ど
り
着
け
ま

す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
サ
ー
ビ
ス
企
画
課 

情
報
サ
ー
ビ
ス
企
画
係　

実
梅
）

システムから
来館利用サービスを
支えます
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突
然
で
す
が
、
あ
な
た
は
恋
文
を
書
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　

ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
26
回
「
恋

の
技
法
―
恋
文
の
世
界
―
」
で
は
、
江
戸
時
代
以

降
の
恋
文
の
手
引
書
や
恋
文
に
ま
つ
わ
る
文
化
な

ど
、
豊
潤
な
「
恋
文
の
世
界
」
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　

過
去
の
恋
文
そ
の
も
の
は
現
在
に
な
か
な
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
資
料
を
通
し
て
「
恋
文
の
世

界
」
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、先
人
た
ち
が
な
ん
と
か

“
恋
”
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
凝
ら
し
て
き
た
工
夫

や
苦
労
の
足
跡
、
す
な
わ
ち
「
恋
の
技
法
」
が
き

っ
と
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

恋
文
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

「
恋
文
の
世
界
」
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ミニ電子展示「本の万華鏡」って何？

https://www.ndl.go.jp/kaleido/

ミニ電子展示「本の万華鏡」は、国立国会図書館
のウェブサイト上で 2009 年 5 月から公開しているコン
テンツで、今年 10 周年を迎えました。

今月号では、今年 5 月に公開した「本の万華鏡」第
26 回から抜粋して誌面上でもお届けします。

ウェブサイト上の「本の万華鏡」では、ストーリーを楽
しむだけではなく、国立国会図書館デジタルコレクショ
ンへのリンクなどにより紹介資料をより詳しくご覧いた
だけます。また、和菓子、囲碁、登山、アフリカ、お
花見、南極などなど、過去 25 回のさまざまなテーマ
にいつでもアクセスできます。どうぞ誌面とあわせてお
楽しみください。

10周年
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ま
ず
、
江
戸
時
代
の
典
型
的
な
恋
文
の
手

引
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
恋
文
の

模
範
文
例
や
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載

し
て
い
る
、
い
わ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
言
え

ま
す
。

宛
先
い
ろ
い
ろ
、
焦
ら
し
が
肝
心

　

本
書
は
江
戸
後
期
刊
と
さ
れ
、
作
者
は

不
明
で
す
。
場
面
別
の
恋
文
の
往
復
文
例

や
恋
文
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る

他
、
恋
愛
に
関
す
る
相
性
占
い
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
目
録（
目
次
の
こ
と
）か
ら
は
、

「
初
て
送
る
恋
の
文
」「
文
の
み
に
て
未
逢

ざ
る
に
送
る
文
」「
艶え

ん
し
ょ書

の
大
意
」
な
ど

の
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
見
て
と
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
宛
先
に
着
目
す
る
と
様
々
な

恋
の
相
手
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
例
え

ば
、「
妾
に
送
る
文
の
事
」「
後
家
に
送
る

文
の
事
」
と
あ
り
ま
す
。
他
に
も
尼
僧
や

奥
女
中
、
下
女
も
恋
文
の
宛
先
と
し
て
挙

が
り
、
実
に
多
様
で
す
。

　

本
文
に
は
文
例
と
と
も
に
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
も
載
っ
て
い
ま
す
。「
恋
路
の
心

得
の
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

・
男
性
が
初
め
て
送
っ
た
恋
文
に
女
性
が

す
ぐ
に
返
事
を
す
る
の
は
軽
は
ず
み
で
よ

く
な
い
。

・
す
ぐ
に
女
性
か
ら
返
事
を
す
る
場
合
で

も
「
あ
ま
り
に
も
早
速
の
お
返
事
を
ご
覧

に
な
り
、
あ
な
た
が
ど
う
お
思
い
に
な
る

か
と
考
え
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
」
と
少
し

断
り
を
書
く
と
よ
い
。

遊
女
の
恋
文
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

こ
れ
は
遊
女
向
け
の
恋
文
の
手
引
書

で
、
目
次
に
は
「
二
度
の
客
へ
遣
る
ふ
み
」

「
馴
染
の
客
へ
遣
る
文
」「
し
ば
し
こ
ぬ
客

へ
遣
る
文
」
な
ど
が
見
え
、
文
例
に
は
来

訪
を
懇
願
す
る
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
遊
郭
の
月
々
の
祝
い
の
日
に
は
必
ず

客
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
日

の
遊
興
を
依
頼
す
る
文
例
も
載
っ
て
い
ま

す
。
本
文
で
は
恋
文
の
文
例
の
あ
と
に「
心

得
」
も
指
南
さ
れ
て
い
ま
す
。「
二
度
の

客
へ
遣
る
ふ
み
」
の
「
心
得
」
で
説
か
れ

る
接
客
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・
客
へ
の
対
応
は
悪
い
の
は
い
け
な
い
が
、

過
剰
な
の
も
よ
ろ
し
く
な
い
。
ほ
ど
ほ
ど

が
よ
い
。

・
特
に
一
夜
を
過
ご
し
た
翌
日
の
別
れ
の

朝
が
重
要
で
あ
る
。
別
れ
の
朝
の
言
葉
に

こ
そ
、
思
い
の
詰
ま
っ
た
恋
し
さ
が
あ
る
。

抱
き
し
め
る
こ
と
を
別
れ
の
秘
事
と
言
う

の
は
不
精
な
こ
と
で
あ
る
。

『女
おんなようぶんしのぶぐさ

用文忍草』
（『江戸時代女性文庫 32』大空社，1995【GB391-E89】所収）

恋
文
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
！

江
戸
時
代
の
恋
文
あ
れ
こ
れ

長松軒『遊
ゆうじょあんもん

女案文』
扇屋利助 [ ほか 1 名 ]，寛政 8 刊
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/ 
2539863/5
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こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
資
料
も
江
戸
時
代
に

恋
文
の
手
引
書
と
し
て
流
布
し
た
も
の
で
す
。

先
に
ご
紹
介
し
た
典
型
的
な
手
引
書
と
は
違

い
、
当
時
の
古
典
、
例
え
ば
平
安
時
代
の
和
歌

や
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
故
事
）
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
実
用
書
と
し
て
も

成
立
し
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

中
世
以
前
の
文
芸
に
学
ぶ

　

本
書
は
序
文
の
恋
文
の
心
得
・
故
実
と

そ
れ
に
続
く
恋
文
の
文
例
集
、
中
世
の
女

性
向
け
の
教
訓
書
『
庭
の
を
し
へ
』、
平

安
時
代
の
歌
合
『
堀ほ

り
か
わ
い
ん
え
ん
じ
ょ
あ
わ
せ

河
院
艶
書
合
』
な
ど

多
彩
な
内
容
を
一
冊
に
ま
と
め
た
絵
入
の

仮
名
文
の
資
料
で
す
。
実
用
的
な
恋
文
の

手
引
書
と
し
て
、
当
時
の
人
々
に
相
当
の

需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

実
用
書
と
は
い
え
、
そ
の
中
身
は
古
典

教
養
に
根
ざ
し
た
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、

恋
文
の
心
得
・
故
実
に
は
『
源
氏
物
語
』

の
語
、
そ
の
巻
名
や
人
物
名
を
度
々
見
出

す
こ
と
が
で
き
、
文
例
集
の
各
段
の
恋
文

や
添
付
の
和
歌
も
同
作
を
ベ
ー
ス
に
創
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
堀
河
院
艶
書
合
』
と
は
康
和
４

（
１
１
０
２
）
年
閏
５
月
２
日
、
同
７
日

に
開
か
れ
た
堀
河
天
皇
主
催
の
歌
合
の
記

録
で
、
恋
文
の
模
範
と
し
て
後
世
の
公
家

や
武
家
の
子
女
の
情
操
教
育
の
た
め
広
く

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
合
に
続
け

て
恋
文
と
和
歌
も
附
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
も
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
が

見
ら
れ
ま
す
。

恋
文
に
あ
ふ
れ
た
仮
名
草
子

　

本
書
は
中
世
以
前
の
様
々
な
故
事
や
和

歌
を
引
き
な
が
ら
、
恋
文
の
応
酬
を
中
心

に
物
語
が
展
開
す
る
仮
名
草
子
で
す
。
物

語
中
の
手
紙
が
恋
文
の
文
例
と
し
て
読
ま

れ
る
と
い
う
実
用
性
も
あ
り
、
江
戸
時
代

に
大
変
流
行
し
ま
し
た
。

　

主
人
公
の
園
部
の
衛
門
は
清
水
寺
で

薄う
す
ゆ
き雪

を
見
初
め
て
以
来
、
恋
文
を
送
り
続

け
ま
す
。
既
婚
者
の
薄
雪
は
求
愛
を
拒
み

続
け
る
も
の
の
、
や
が
て
二
人
は
結
ば
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
物
語
は
薄
雪

の
急
死
、
園
部
の
衛
門
の
出
家
と
往
生
で

幕
を
閉
じ
ま
す
。
画
像
中
、
部
屋
の
奥
で

薄
雪
が
手
に
持
つ
の
は
園
部
の
衛
門
か
ら

の
恋
文
で
す
。

『詞
し か け ん ろ し ゅ う

花懸露集』みすや又右衛門，元禄 11
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539005/39

『うすゆき物語 2 巻』松会，寛文 5
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539938/16

古
典
が
恋
文
の
お
手
本
に
!?
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明
治
時
代
を
迎
え
て
も
、
手
紙
の
文
体

に
は
「
候

そ
う
ろ
う
ぶ
ん

文
」
が
江
戸
時
代
か
ら
引
き
続

き
使
わ
れ
ま
す
。「
候
文
」
は
、
丁
寧
な

表
現
と
し
て
「
ま
す
」
の
代
わ
り
に
「
候
」

が
用
い
ら
れ
る
、
や
や
形
式
ば
っ
た
書
き

こ
と
ば
で
し
た
。
し
か
し
、
書
き
こ
と
ば

と
話
し
こ
と
ば
を
一
致
さ
せ
る
試
み
が
始

ま
り
、
明
治
時
代
の
末
頃
に
な
る
と
手
紙

一
般
の
文
体
が
よ
り
豊
か
な
感
情
表
現
が

で
き
る
「
口
語
体
」
へ
と
徐
々
に
移
行
し
、

恋
文
も
そ
の
変
化
の
波
に
の
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

何
と
な
う
心
苦
し
き
ま
で
に
こ
が
れ
て
候

　

本
書
は
明
治
22（
１
８
８
９
）年
出
版
の
、

男
女
が
送
り
あ
う
手
紙
の
文
例
集
で
す
。

　

文
例
の
中
の
一
つ
、「
見み

そ
め初

た
る
女
に

贈
る
文
」
を
見
て
み
る
と
、
一
部
に
「
候
」

が
用
い
ら
れ
る
堅
い
書
き
ぶ
り
で
、
書
き

手
の
真
剣
な
面
持
ち
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

で
す
。

　

本
書
の
後
半
に
は
、
附
録
と
し
て
「
目

の
大
な
る
を
小
さ
く
見
す
る
法
」
な
ど
の

化
粧
法
指
南
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
い
た
ら
し
き
御
方
と
存
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う
候
よ
り
胸
の
炎
も
休
ま
ら
ず

何
と
な
う
心
苦
し
き
ま
で
に
こ
が
れ
て
候

　

こ
の
間
は
失し
つ
れ
い禮
し
て
ね
。
ま
だ
目
の
ま
へ
に
チ

ラ
つ
き
ま
す
の
、
貴
方
の
お
顔
が
―
―
ほ
ゝ
ゝ
。

私
、ラ
ブ
？
し
た
ん
ぢ
や
な
い
で
せ
う
か
。
ね
え
。

若
し
眞ほ
ん
と實
に
戀こ
ひ

し
て
ゐ
る
の
で
し
た
ら
―
―

貴
方
は
什ど

う麼
な
さ
る
。
叶
へ
て
下
さ
る
。
え
？

意
外
な
お
手
紙
を
戴
い
て
ど
ん
な
に
嬉
し
く
拝
見
し
た

か
解
り
ま
せ
ん
わ
。
眞ほ
ん
た
う實
に
夢
の
や
う
で
す
わ
。

　
（
中
略
）

羞は
づ

か
し
さ
と
、
嬉
し
さ
の
爲た

め
に
胸
が
ワ
ク
く
し
て
、

顔
が
眞ま
つ
か赤
に
な
り
ま
し
た
わ
。

顔
が
眞ま
つ
か赤
に
な
り
ま
し
た
わ

　

本
書
は
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
の
手

紙
文
例
集
で
す
。
女
性
が
男
性
か
ら
の
求

婚
を
受
け
入
れ
る
手
紙
の
文
例
の
一
つ
は

左
記
の
よ
う
に
、
嬉
し
さ
や
恥
ず
か
し
さ

と
い
っ
た
感
情
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
人
々
も
愛
や
恋
の
胸

の
高
鳴
り
を
こ
の
よ
う
に
恋
文
に
託
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
思
わ
ず
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
。

私
、
ラ
ブ
？
し
た
ん
ぢ
や
な
い
で
せ
う
か

　

本
書
は
「
現
代
の
、
若
き
男
女
の
手
紙

を
、
大
な
る
努
力
と
苦
心
と
に
よ
つ
て
集

め
て
見
た
」
と
し
て
、
大
正
時
代
の
刊
行

当
時
の
「
青
年
子
女
」
に
よ
る
実
際
の
書

簡
文
集
を
う
た
っ
た
資
料
で
す
。
掲
載
さ

れ
た
手
紙
の
信
憑
性
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
瞳
の
明
る
き
乙
女
よ
り
」
と

題
さ
れ
た
右
の
恋
文
は
、
く
だ
け
た
口
語

体
で
軽
や
か
に
自
ら
の
恋
心
を
伝
え
て

い
ま
す
。
候
文
か
ら
口
語
体
へ
の
変
化
に

よ
っ
て
恋
文
が
よ
り
自
由
な
も
の
へ
と
変

化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

花柳粋史編
『男女必読思ひのかけはし』
明治 22
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/848937

磯野芳子編
『新らしき女の手紙』
大正 2
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/905939

文芸研究会編
『多情多恨若き女性の手紙』
昭和 3
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1112419

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
恋
文
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

―
変
わ
ら
な
い
恋
心
、
変
わ
る
愛
の
言
葉
―

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
恋
文
あ
れ
こ
れ
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貴
女
は
少
し
も
知
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
ら
な
い
ん
で
す
も
の
。

私
の
た
め
息
。
私
の
ひ
と
り
ご
と
。
私
の
泪
な
み
だ。
私
の
手
紙
。
そ

れ
ら
の
ひ
と
つ
び
と
つ
が
貴
女
を
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
の
に
。

　
（
中
略
）

　

あ
ゝ
愛
す
る
Ｏ
よ
。
貴
女
の
目
は
何
故
そ
ん
な
に
美
し
い
の

か
。
貴
女
の
目
は
何
故
そ
ん
な
に
私
の
心
を
と
ら
へ
て
は
な
さ

な
い
の
か
。
Ｏ
よ
私
の
胸
は
は
ち
切
れ
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
ひ
さ

う
だ
。
一
體た
い

ど
う
し
た
ら
い
ゝ
の
だ
ら
う
。

（
投
稿
者
）
正
木
ま
ゆ
み
「
書
け
な
か
つ
た
こ
と
」

　

恋
文
を
送
り
合
う
の
は
男
女
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
主
に
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
広
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
エ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
少
女
同
士
の
親
密
な
関
係
に

注
目
し
、
雑
誌
に
投
稿
さ
れ
た
少
女
た
ち

の
愛
の
手
紙
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

仲
睦
ま
じ
く
帰
り
路
を
歩
く
二
人
の
少

女
の
絵
は
、
当
時
の
少
女
雑
誌
の
挿
絵
を

数
多
く
手
が
け
た
高

た
か
ば
た
け畠

華か
し
ょ
う宵

に
よ
る
作
で

す
。	

高畠華宵「落葉の帰り路」『少女倶楽部』2 巻 11 号，1924.11【Z32-411】

『少女世界』13 巻 1 号，1918.1【Z32-B260】
表紙（清水良雄 画） 

少
女
雑
誌
と
エ
ス
の
世
界

　

洋
画
家
の
清
水
良
雄
に
よ
る
表
紙
絵
が

華
や
か
な
こ
の
雑
誌
は
、
当
時
刊
行
が
相

次
い
だ
少
女
雑
誌
の
内
の
一
つ
『
少
女
世

界
』
で
す
。

　

エ
ス
と
は
、
シ
ス
タ
ー
（sister

）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
友
情
と
も
恋
愛

と
も
つ
か
な
い
少
女
同
士
の
疑
似
姉
妹
的

な
親
密
な
関
係
の
こ
と
で
す
。
少
女
雑
誌

に
次
々
と
掲
載
さ
れ
た
エ
ス
を
モ
チ
ー
フ

と
す
る
「
エ
ス
小
説
」
を
愛
読
し
な
が
ら
、

自
身
も
現
実
の
学
校
生
活
の
中
で
エ
ス
の

関
係
を
築
い
て
い
た
少
女
た
ち
も
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
現
実
の
学

校
生
活
の
中
で
エ
ス
の
関
係
を
結
ん
だ
少

女
た
ち
に
と
っ
て
な
に
よ
り
大
切
な
の

は
、
互
い
に
手
紙
を
や
り
と
り
す
る
こ
と

で
し
た
。
で
は
、
彼
女
た
ち
は
ど
ん
な
手

紙
を
送
り
あ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

少
女
か
ら
少
女
へ
の
情
熱
の
手
紙

　

こ
の
手
紙
は
、
雑
誌
『
少
女
画
報
』
の

「
薔
薇
の
た
よ
り
」
と
い
う
読
者
投
稿
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
特
定
の
相
手
を
想
定
し
た
手
紙

文
が
読
者
の
少
女
た
ち
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
中
に
は
こ
の
手
紙
の
よ

う
に
少
女
か
ら
少
女
へ
の
恋
文
と
も
呼
べ

る
よ
う
な
情
熱
的
な
手
紙
が
数
多
く
存
在

し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が
現
実
生
活
で
や

り
と
り
し
た
手
紙
が
こ
の
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し

て
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
手
紙
を
の
ぞ
い
て

み
る
と
、
彼
女
た
ち
の
間
に
は
単
な
る
疑

似
姉
妹
を
超
え
た
特
別
な
親
密
さ
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

少
女
同
士
の
親
密
な
手
紙

　

―
エ
ス
と
い
う
関
係
か
ら
―

『少女画報』15 巻 3 号，1926.3【Z32-551】
表紙（高畠華宵 画）
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樋口一葉 ( 夏子 ) 編『通俗書簡文』(日用百科全
書 第 12 編 )，博文館，明治 29
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/866301 

　

こ
こ
で
は
一
人
の
人
物
に
焦
点
を
当
て
、
よ

り
具
体
的
な
恋
文
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

主
人
公
は
明
治
の
小
説
家
、
五
千
円
札
で
お

馴
染
み
の
樋
口
一
葉
で
す
。
短
い
生
涯
で
数
々

の
名
作
を
残
し
た
一
葉
は
、
手
紙
の
名
手
で
も

あ
り
、
恋
文
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
事
欠

か
な
い
人
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

　

樋
口
一
葉
は
明
治
５（
１
８
７
２
）年
に
東
京
で

生
ま
れ
、
明
治
19（
１
８
８
６
）年
、
中
島
歌
子
の

歌
塾
萩
の
舎
に
入
門
し
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治

24（
１
８
９
１
）年
に
は
半な

か
ら
い井

桃と
う
す
い水

に
師
事
し
て
小

説
を
書
き
始
め
ま
し
た
が
、
明
治
29（
１
８
９
６
）

年
に
若
く
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

一
葉
の
お
手
紙
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

こ
れ
は
一
葉
自
ら
執
筆
し
た
手
紙
の
手

引
書
で
、
文
体
は
前
述
の
候
文
で
す
。
恋

文
の
文
例
は
未
収
録
で
す
が
、
女
学
校
出

の
友
人
同
士
の
文
通
を
想
定
し
た
「
事
あ

り
て
中
絶
え
た
る
友
の
も
と
に
」
で
は
、

一
人
の
女
性
が
友
に
宛
て
て
、
疎
遠
に

な
っ
た
こ
と
の
悲
し
み
と
変
わ
ら
ぬ
思
慕

の
情
を
切
々
と
語
り
ま
す
。
恋
文
に
通
じ

る
趣
が
あ
り
、
先
に
ご
紹
介
し
た
少
女
同

士
の
恋
に
も
似
た
感
情
を
指
摘
す
る
説
も

あ
り
ま
す
。「
此
ほ
ど
上
野
の
公
園
に
て

御
影
ほ
の
か
に
見
參
ら
せ
し
か
ど
…
」
か

ら
始
ま
る
書
き
出
し
は
小
説
の
一
場
面
の

よ
う
に
美
し
く
、
一
葉
の
優
れ
た
文
才
を

堪
能
で
き
ま
す
。

　

直
接
的
に
「
好
き
」
と
伝
え
て
い
る
わ

け
で
な
く
、「
あ
な
た
を
先
生
と
も
兄
だ

と
も
思
っ
て
慕
っ
て
い
た
だ
け
な
の
に
、

こ
ん
な
噂
が
立
っ
て
お
会
い
で
き
な
く
な

る
の
は
悔
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
す

が
、
湧
き
上
が
る
思
い
を
必
死
に
打
ち
消

す
か
の
よ
う
な
感
情
の
高
ぶ
り
が
読
み
取

れ
ま
す
。	

一
葉
の
恋

　

一
葉
の
恋
愛
と
し
て
は
小
説
の
師
で
あ

る
半
井
桃
水
と
の
関
係
が
知
ら
れ
て
お

り
、
彼
に
宛
て
た
手
紙
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
19
歳
の
一
葉
は
、
12
歳
年

上
の
桃
水
と
交
流
を
重
ね
る
中
で
恋
心
を

抱
い
た
よ
う
で
す
が
、
出
会
い
か
ら
１
年

程
経
っ
た
頃
二
人
の
間
を
邪
推
す
る
噂
が

立
ち
ま
す
。
こ
の
時
、
一
葉
が
桃
水
に
交

流
の
断
念
を
伝
え
る
た
め
に
書
い
た
手
紙

が
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
４
巻 

下
（
和
歌

３
，
書
簡
．和
歌
索
引
）【K

H
134-2

】
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
私
し
は
唯
々
ま
こ
と
の
兄
様
の
や
う
な

心
持
に
て
い
つ
ま
で
も

く
御
力
に
す

が
り
度
願
ひ
に
御
坐
候
を
斗
ら
ぬ
事
よ
り

變
な
工
（
具
）
合
に
な
り
只
今
の
所
に
て
は
私
し

し
ひ
て
お
前
様
に
お
め
も
じ
致
し
度
な

ど
ゝ
申
さ
ば
他
人
は
さ
ら
也
親
兄
弟
も
何

と
う
た
が
ふ
か
知
れ
申
さ
ず
と
に
角
に
く

や
し
き
身
分
に
御
坐
候
…

明
治
25
年
７
月
８
日
付
け 

師
の
君（
半
井
桃
水
）宛

…
師
の
君
な
り
兄
君
な
り
と
思
ふ
お
前
様

の
こ
と
誰
人
か

（
が
）何
と
申
傳
へ
候
と
も
夫
を

誠
と
聞
道
理
も
な
く
…

明
治
25
年
８
月
10
日
付
け 

御
兄
上
様（
半
井
桃
水
）宛

樋口一葉肖像
（電子展示会「近代日本人の肖像」より）

恋
文
の
名
手　

　

―
樋
口
一
葉
を
め
ぐ
る
恋
文
譚
―

ミニ電子展示会「本の万華鏡」第 26 回から抜粋して
お届けしました。ウェブサイト上の「本の万華鏡」では、
より多くのエピソードや資料をご紹介しています。どうぞ
ご覧ください。

本の万華鏡 検索
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「
相
槌
を
打
つ
」、「
切
羽
詰
ま
る
」、「
反

り
が
合
わ
な
い
」
…
き
っ
と
誰
も
が
一
度
は

耳
に
、
ま
た
は
口
に
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず

だ
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
刀
剣
文
化
に
由
来
す

る
慣
用
句
で
あ
る
。
刀
剣
は
遠
い
過
去
の
遺

物
で
は
な
く
、
実
は
そ
の
名
残
り
が
現
代
も

日
本
人
の
生
活
に
息
づ
い
て
い
る
の
だ
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
30
年
の
秋
、

京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
特
別
展 

京み
や
この
か
た
な 

―
匠
の
わ
ざ
と
雅
の
こ
こ
ろ
」

の
図
録
で
あ
る
。
本
書
は
、
刀
剣
の
流
派
の

一
つ
で
あ
り
、
８
０
０
年
も
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
京
都
・
山
城
系
鍛
冶
の
技
術
・

伝
統
と
そ
れ
が
刀
剣
文
化
に
与
え
た
影
響

を
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
現
代
に
至
る
全
８

章
で
探
る
も
の
で
あ
る
。
武
士
の
台
頭
に
伴

う
山
城
系
鍛
冶
の
誕
生
、
技
術
の
進
歩
や
各

地
に
伝
播
し
隆
盛
し
て
い
く
有
様
、
応
仁
の

乱
な
ど
の
苦
難
の
時
代
を
経
て
、
桃
山
時
代

に
京み
や
こと
共
に
復
興
し
展
開
す
る
刀
剣
の
系
譜

を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
だ
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
論
考
を
概
要
の
み
に
留

め
写
真
を
主
体
と
し
、
国
宝
19
件
、
重
要
文

化
財
61
件
を
含
む
約
１
７
０
件
も
の
刀
剣
を

紹
介
し
て
い
る
点
に
あ
る
。精
緻
な
写
真
は
、

地じ
が
ね鉄
の
き
め
や
繊
細
な
刃
文
か
ら
、
刀
身
全

体
ま
で
、
各
刀
剣
の
魅
力
を
率
直
に
伝
え
て

い
る
。
ま
た
、
作
者
や
所
有
者
な
ど
を
表
す

銘
を
拡
大
し
示
す
工
夫
も
光
る
。

　

時
系
列
で
紐
解
か
れ
る
刀
工
・
刀
剣
の
道

の
り
を
辿
る
こ
と
は
、
刀
剣
を
愛
す
る
読
者

に
と
っ
て
は
、知
識
を
鮮
や
か
に
結
び
付
け
、

理
解
を
深
め
る
好
機
と
な
る
は
ず
だ
。
一
方

で
刀
剣
に
は
疎
い
と
い
う
読
者
に
と
っ
て

も
、
形
状
や
銘
、
来
歴
や
号
な
ど
、
刀
剣
に

刻
ま
れ
た
時
代
・
世
相
の
痕
跡
を
追
う
面
白

さ
に
触
れ
る
糸
口
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
専

門
用
語
も
、
巻
末
に
図
解
と
共
に
収
録
さ
れ

て
い
る
た
め
安
心
さ
れ
た
い
。

　

刀
剣
は
決
し
て
不
変
の
も
の
で
は
な
い
。

大
火
に
遭
え
ば
焼
け
、
湿
気
が
あ
れ
ば
錆
び

る
。む
ろ
ん
武
器
と
し
て
使
わ
れ
続
け
れ
ば
、

減
り
も
欠
け
も
折
れ
も
す
る
。

　

本
書
か
ら
興
味
深
い
一
例
を
紹
介
し
た

い
。
出
品
目
録
七
・
国
宝 

太
刀 

銘 

三
条
（
名

物
三み
か
づ
き

日
月
宗む
ね
ち
か近
）。
制
作
年
代
は
十
二
世
紀
。

刀
身
中
に
見
ら
れ
る
、
三
日
月
型
の
打
ち
の

け
（
刃
文
の
一
種
）
が
名
の
由
来
と
さ
れ
る
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
経
年
に
よ
る
研
減
の

激
し
さ
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、（
中
略
）

そ
の
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
多
く
の
打
ち

の
け
も
そ
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
宗

近
の
意
図
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
」。

　

す
な
わ
ち
、経
年
で
生
じ
た
偶
然
の
変
化
と
、

そ
れ
を
（
お
そ
ら
く
）
好
ま
し
く
感
じ
た
人
々

の
感
性
が
、
こ
の
刀
を
「
三
日
月
宗
近
」
と
い

う
特
別
な
存
在
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
、
現
代
の
我
々
は

時
代
を
越
え
、
様
々
な
刀
剣
に
出
会
う
。
細

や
か
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
写
真
が
伝
え
る
そ

の
姿
と
来
歴
に
、何
一
つ
同
じ
も
の
は
無
く
、

い
ず
れ
に
も
比
類
な
い
美
が
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
一
口
一
口
が
、
多
く
の
偶
然
と
、
刀
工

や
歴
代
の
所
有
者
が
注
い
だ
「
こ
こ
ろ
」
に

よ
っ
て
、
正
に
現
存
す
る
そ
の
奇
跡
に
気
づ

か
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　

今
日
に
繋
が
る
人
と
刀
剣
の
歴
史
に
思
い

を
馳
せ
る
一
冊
で
あ
る
。　
　
（
髙
橋 

玲
奈)

京のかたな
Swords of Kyoto
匠のわざと雅のこころ　特別展

京都国立博物館、読売新聞社 編
読売新聞社、NHK京都放送局、NHKプラ
ネット近畿
2018.9　273p　31cm
<請求記号　KB16-L1527>
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
１
９
号
　

日
本
型
司
法
取
引
制
度
の
現
状
と
課
題

フ
ラ
ン
ス
の
公
文
書
管
理
行
政
―
文
書
専
門
職
員
の
派
遣
を
中

心
に
―

性
の
在
り
方
の
多
様
性
と
法
制
度
―
同
性
婚
、
性
別
変
更
、
第

三
の
性
―

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題

医
療
の
質
と
「
実
績
に
基
づ
く
支
払
（
Ｐ
４
Ｐ
）」
―
諸
外
国

の
事
例
を
中
心
に
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
元
年
度
予
算

　

国
の
令
和
元
年
度
予
算
が
平
成
31
年
３
月
27
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
元
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
７
２
億
７
９
０
０
万
３
０
０
０
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

A4　98頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

令和元年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 18,640,985
　人件費 9,879,319
　国立国会図書館共通経費 177,835
　国会サービス経費 455,696
　資料費 2,361,955
　　うち納入出版物代償金 393,862
　情報システム経費 3,089,079
　東京本館業務経費 1,554,921
　国際子ども図書館業務経費 261,533
　関西館業務経費 860,647
（項）国立国会図書館施設費 8,638,018
　関西館第２期第１段階施設整備費 7,453,354
　東京本館庁舎整備費 1,092,344
　関西館庁舎整備費 92,320
計 27,279,003

＃13
資料保存課和装本保存係で用いる刷毛

予算の費目別構成比（令和元年度）

人件費36.2%

資料費8.7%

情報システム経費
11.3%

その他の事務費等
12.1%

施設費31.7%
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